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った時に、東亜同文会が 1905 年からだいたい 15
年ぐらいまでに、どういうふうに中国の変動に対処
したかということをご報告いたしました。その中でで
すね、東亜同文会の理念であります、中国の、当
時の言葉でいうと支那の保全、これを継続します、
辛亥革命以後もですね。ただし 21 か条の経済的
側面の状況については、ある意味 21 か条要求より
もより強烈な要求を出しています。そして、それが
実現しなければより強硬な措置を取れということを
言っています。つまり 21 か条要求（への抵抗）に対
しては、東亜同文会としても許容していないという
ふうに思います。 
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 したがって、その傘下にある東京同文書院の留
学生への対処の仕方、つまり留学生がリアクション
として帰るわけです。これについてはですね、引き
留めようとするのですがほとんど効果はない、とい
うことになります。したがいまして、21か条の時東京
同文書院がどう対処したかというと、辛亥革命直後
も減りましたけれどやがて（学校に）戻ってきた。し
かし 21 か条要求のあとは全然、留学生は戻ってこ
ない。そういう意味ではやっぱり、21 か条要求とい
うのは大きく日中関係をそのあと規定していきます
し、その枠組みの中で、東京同文書院もなす術が
なかったのではないか。だからこそ現地・上海で留
学生を集めるという、東亜同文書院の中華学生部
構想に移るのではないかと思います。 
藤田 どうもありがとうございました。時間がかなり
オーバーしましたが、いろいろ新しい視点をいた
だき、ありがとうございました。 
